
『イノベーションの作法 リーダーに学ぶ革新の人間学』

［概要］
　清濁あわせのむ政治力、善いことをする気力、人々を共感
させる場づくりの力、本質を見抜く直観力。革新を起こし事
業を成功へと導くリーダーに共通してみられる能力や条件と
は何か。リーダーの生き方から見た「成功の本質」とは？マツ
ダ・ロードスター、サントリー・伊右衛門、新横浜ラーメン
博物館などを例に挙げ、イノベーターに対する関心の世界的
な高まりを示すエピソードを紹介する。
　人を中心におき、物語をベースにしながら、具体的な文脈
の中でイノベーター像を描く。

　私は仕事の都合上、英会話を10年ほど習っており
ます。その中で先生方と「日本と海外の違い」につ
いてよく話題にします。しかし悔しいことに相手の
方がよく知っている場合が多く、私も何か議論が深
まるようなネタはないかと考えておりました。そん
なときたまたま書店で、本書を手に取った事がきっ
かけです。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　本書には、社会に大きなインパクトを与えるイノベー
ションを産み出したリーダー達が登場します。興味深い
事に、取り上げられている事例は高度経済成長期のそれ
ではなく、経済が低迷していた2000年初頭が中心となっ
ています。また、製造業のみならずラーメン博物館やJリー
グへの新規参入など多種多様な業界にわたります。
　しかしありふれた「ハウツー」ものや「成功列伝」では
なく、イノベーションの背景を丁寧に取材し、リーダーの
共通点、それらから導かれる独特な創造性についてまで
掘り下げて述べられています。特に本書では開発の出発

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2 　これから社会の仲間入りをする新入社員の方々にお勧
めしたいです。若い感性を生かし、今後もっとたくさんの
情熱や哲学を感じられる商品やサービスが増えていけば
いいと思います。また長い社会人人生をより実りあるも
のにするためのヒントになればと思います。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3
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点を重要視しています。欧米型のトップダウンではなく、
コンセプトを皆で議論し哲学にまで高める必要があると
主張しています。その中でリーダーはコンセプトを徹底
させ、プロジェクトの精神的支柱になる事が求められて
います。このことがリーダーの心構えを「作法」として表現
されていると感じました。ぜひ、ご一読いただけたらと思
います。

● 今月のご紹介者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大床　敦史株式会社 美濃製作所　代表取締役 氏
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この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

　　　会長     増田　進彦   氏
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会社運営、あるいは人生においても、日々さまざまな局面がお
とずれます。その都度、具体的な行動に加えて心も試されます。
常によりよい結果を導くため、日々努力を積み重ねて「今を生き
る」ことが大事だと思っています。これは受け身ばかりでなく、
自らことを仕掛けていく場合でも同じです。

弊社のものづくりは台湾工場が中心で、日々台湾の方たちと
接点を持ち仕事をしています。特に台湾の中小企業に多いので
すが、彼らの家族ぐるみの経営とスピード感を持った決断や行
動には感心させられます。弊社におきましても、拙速にならずに
時代の変化に即したスピード感と、一層の努力が必要であると
思う日々です。
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東大阪市森河内東 2丁目 6番 16 号

精密ロックナット・軸力測定センサー等、
工作機械部品およびユニット装置
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